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研究成果の概要（和文）：　急性期病院の入院患者に咽頭刺激を実施した場合，知覚閾値，嚥下閾値，痛覚閾値
はいずれも検知困難であり，刺激条件の再考を要した。そこで咽頭への電気刺激とともに，嚥下リハビリテーシ
ョンとして確立しているアイスマッサージを取り入れた。この手法は、先端を冷やした綿棒で軟口蓋，前口蓋弓
などを刺激し嚥下を促す方法である。被験者は、それぞれ異なる日に，通法および咽頭刺激+通法を施行され
た。嚥下誘発までの時間、一回の刺激で促される嚥下回数を比較したところ，咽頭刺激をした方が嚥下誘発まで
の時間が短縮し、嚥下回数が多くなった。咽頭電気刺激は、これまで確立されている嚥下リハに付加的な効果を
及ぼす可能性が示された。

研究成果の概要（英文）： The stimulus conditions for pharyngeal stimulation implemented for patients
 hospitalized in acute hospital require reconsideration, as the perception, swallowing and pain 
thresholds all become difficult to detect in this situation, necessitating reconsideration of 
stimulus conditions. Therefore, we incorporated ice massage, which is an established dysphagia 
rehabilitation technique, together with electrical stimulation of the pharynx. The subjects had the 
conventional treatment and pharyngeal stimulation + conventional treatment on different days. The 
time to swallowing and the number of swallows prompted by a single stimulation was compared, and the
 results showed that pharyngeal stimulation shortened the time to swallowing and increased the 
number of swallows. This demonstrated that electrical stimulation of the pharynx may have additional
 effect on the previously established swallowing rehabilitation method. 

研究分野： 摂食嚥下リハビリテーション医学

キーワード： 摂食嚥下障害　嚥下訓練

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　咽頭への微小電気刺激が様々な基礎疾患や病態を有する摂食嚥下障害患者のリハビリ法に応用できる可能性を
検証した。本研究は，近年増加の一途をたどる摂食嚥下障害患者に対して，科学的根拠に基づいた機能的訓練法
を確立することに焦点をあてて実施された。摂食嚥下障害患者に対する咽頭電気刺激は，これまで確立されてい
る嚥下リハに付加的な効果を及ぼし，嚥下を効果的に誘発する可能性が見い出された。本研究結果より，歯科領
域の視点から摂食嚥下障害患者のQOL向上に寄与する可能性が示された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

経管栄養管理患者の嚥下頻度は、健常者と比較して有意に低下し、唾液誤嚥等のリスクが高

まると指摘されている。そこで、意識して飲み込む（随意嚥下）回数を訓練で増やすことがで

きれば、唾液誤嚥リスクを軽減することができると仮説をたてた。過去の動物研究では、上喉

頭神経支配領域を微小な電流で刺激すると、嚥下反射起こりやすくなることが報告されている

ことから、ヒトにおいてもこの領域を刺激することが嚥下誘発に有効かもしれない。われわれ

は先行研究として、健常成人男性 15 名（中央値：28歳）と女性 8名（中央値：28 歳）の咽頭

領域に微小電気刺激を加えた場合の嚥下誘発条件を解析した。刺激を感知した刺激強度を知覚

閾値(Pe-Th)、飲み込みたくなった刺激強度を嚥下閾値(Dsw-Th)、そして痛みを感じた刺激強度

を痛覚閾値(Pa-Th)と定義し、健常成人男性と健常成人女性の刺激強度を比較した。その結果、

Dsw-Th は、男女ともに 15-20Hz で最も多く認識された。Pa-Th は、20Hz では男女ともに全員が

痛みを感じた。10、 15、 20Hz において Pe-Th、Dsw-Th、Pa-Th は、男女間で有意差はなく、

咽頭刺激により誘発される条件に性差が影響しない、という知見を得た。 
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さらに、高齢者 7名（男性 3名、女性 4名、中央値：67 歳）の咽頭領域に微小電気刺激を加

えた場合の嚥下誘発条件を解析した結果、Ds-Th は高齢者で 15-20Hz の間で最も多く認識され

た。 Pa-Th は 20Hz で高齢者の 30%が痛みを感じた、という知見を得た。 

* p = 0.008
（対応なし t検定）
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２．研究の目的 

本研究では、嚥下反射が惹起される咽頭刺激条件と疾患による後遺症との関連性を解析する

ことを目的とし、急性期病院入院患者に対して咽頭へ電気刺激を与えた場合、健常者と比較し

て知覚閾値、嚥下閾値、痛覚閾値などの刺激条件が異なるか比較、検討した。 

 
３．研究の方法 

(1) 脳血管障害由来の仮性球麻痺および球麻痺患者 8名（男性 5名、女性 3名、中央値：72歳）

を対象とした。  

(2) 対象者の鼻孔から挿入した電気刺激プローブと咽頭領域を超音波画像上で描出した。刺激

プロ―ブを中咽頭後壁に接着させ、電圧を一定とし（定電圧制御）様々なパラメータの方形パ

ルス刺激（持続時間: 1 ms、周波数: 10、15 および 20Hz、強度: 0。2-2。5 mA）を行った。こ

れまでの研究と同様に、刺激を感知した刺激強度を知覚閾値(Pe-Th)、飲み込みたくなった刺激

強度を嚥下閾値(Dsw-Th)、そして痛みを感じた刺激強度を痛覚閾値(Pa-Th)と定義し、健常成人

と脳血管疾患後遺症患者の刺激強度を比較した。 

(3) 急性期病院入院中の脳血管障害に咽頭刺激を実施した場合、 Pe-Th、DSw-Th、Pa-Th はい

ずれも検知困難であり、刺激条件の再考を要した。そこで咽頭への電気刺激とともに、嚥下リ

ハとして確立しているアイスマッサージ（以下、通法）を取り入れた。被験者は、それぞれ異

なる日に、通法および咽頭刺激+通法を施行された。嚥下誘発までの時間、一回の刺激で促され

る嚥下回数を比較した。 

 

４．研究成果 

(1) 脳血管障害由来の仮性球麻痺および球麻痺患者にさまざまなパラメータで咽頭刺激を繰り

返し実施したが、咽頭への刺激のみで嚥下反射を誘発することが困難であった。 

① 痛覚閾値を認識した者の数 

痛覚閾値 Pa-Th は、20Hz では若年者の 100%が、高齢者の 30%が痛みを感じた。脳血管障害患

者では、8名中痛みを感じたものはいなかった。 

② 各閾値の比較 

 各閾値は測定不可であった。 

(2) アイスマッサージで誘発される嚥下の回数は、刺激なしおよび 10Hz での刺激では、1から

2 回であった。刺激なし群では測定日ごとの嚥下回数の変化を認めなかったが、刺激あり群で

は刺激頻度が高くなるにつれて（10、15、20Hz）、嚥下回数が多くなった。20Hz の刺激では、

10Hz の刺激時と比較して嚥下回数が有意に多くなった。 
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